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Ｊ
知
識
は
力
で
あ
る

○
志
あ
れ
ば
便
宜
は
天
が
与
え

る
。

○
忍
耐
強
き
人
の
憤
怒
を
恐
れ

よ
○
万
事
に
先
立
っ
て
汝
自
身
を

尊
敬
せ
よ

き珊　声ま妻　ｌ暗き　　Ｋまき鍾　咋ま幸　　　　　　水ｄ

・療病燕癖蒸晶ｌ
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⊥＿二
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☆☆☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
玲
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

水
巻
ま
つ

り

特
集
版

☆☆☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
せ

従
菜
水
巻
町
教
育
委
員
会
の
主
催
で
、

毎
年
秋
の
文
化
祭
の
日
を
中
心
と
し
て

文
化
行
事
を
繰
り
ひ
る
げ
Ｃ
参
玖
ま
し

た
が
、
殆
ん
ど
陣
を
固
じ
ら
し
て
水
巻

町
内
に
は
炭
坑
部
で
は
山
神
社
祭
り
、

即
部
で
は
車
上
祭
の
ヽ
農
村
部
で
は
農

用
祭
り
、
青
少
年
部
で
は
少
年
ま
つ
り

等
々
、
色
と
り
人
Ｌ
ｔ
に
瞥
鴨
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
去
る
十
月
十
六

日
の
社
書
葺
会
に
お
き
ま
し
て

協
議
の
結
果
、
各
務
の
催
－
藷
は
ク
つ

と
め
て
蕎
愈
義
摩
等
に
秦
し
支
え
の

な
い
よ
う
に
し
よ
う
〃
と
い
う
方
針
の

も
と
に
、
本
年
は
こ
れ
ら
の
諸
蛋
を

統
合
し
ま
し
て
（
既
報
）
「
水
巻
ま
つ

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆☆恵　．☆☆☆

り
」
の
名
の
も
と
に
、
一
大
行
革
を
致

す
こ
と
に
な
扮
ま
し
た
の
で
、
皆
倹
方

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
発
し

ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
　
の
形
式
的
な
も
の

で
な
く
、
実
質
的
な
も
の
と
し
た
い
こ

と
　
の
一
部
の
も
の
で
な
く
、
．
す
べ
こ

町
民
全
体
の
あ
ｌ
の
で
な
け
れ
ば
．
な
ら
な
．

い
。
ｅ
一
時
的
の
も
の
で
な
く
、
平

素
の
文
化
の
営
み
と
つ
な
が
る
も
の
で

あ
ぅ
て
、
し
か
も
将
来
打
続
く
も
の
で

あ
る
こ
と
。
の
町
民
の
実
情
に
合

い
、
喜
ん
で
迎
え
ら
れ
、
解
理
や
お
畿

遷
甘
て
に
な
ら
な
い
横
に
。

各
行
事
の
具
体
的
な

内
容
（
予
定
）
に
つ
い
て
／

◇
体
育
部

◎
分
館
対
抗
排
球
大
会

ィ
、
自
陣
⊥
⊥
月
十
六
日
午
前
九

膵
半
よ
れ

ロ
、
境
所
－
日
炭
保
険
コ
ー
ト

ハ
、
チ
ー
ム
の
痢
成

陳
剛
と
し
て
分
館
単
位
と
す
る
が
、
世

帯
数
六
〇
〇
以
下
の
分
館
は
合
計
世
帯

数
が
六
〇
〇
を
瀧
見
な
い
程
度
で
近
接

分
館
と
混
合
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
出
場

す
る
。
∴

こ
、
堅
男
卑
∵

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
す
る
、
組
合

わ
せ
は
当
日
会
場
で
き
め
る
。

ホ
、
評
判

日
本
炭
砿
排
球
都
に
一
任
す
る

チ
、
選
手
敢

選
手
九
名
補
欠
二
名
計
十
一
名

と
す
る
。

ト
、
遜
苧
資
格

水
車
町
民
で
あ
れ
ば
、
性
別
、

年
令
に
制
限
は
し
な
い
。

チ
、
申
込
　
十
一
月
十
日
ま
で
に
、

耶
重
責
会
事
務
掃
ヘ

リ
、
表
彰
渡
仏
・
賞
品
は
三
位
ま
で
と
し

Ｊ
参
部
署
全
員
に
参
調
筆
贈
る

ヌ
、
そ
の
他

す
べ
て
の
聞
合
せ
な
ど
は
、
中
央
帰
院

丙
保
険
係
川
北
氏
に
連
絡
し
て
下
さ
い

◎
卓
球
大
会

ィ
、
日
脚
－
十
一
月
二
日
午
前
九
時

よ
り

ロ
、
場
所
ｌ
・
水
巻
中
学
櫻
体
育
館

ハ
、
荷
別

団
体
戦
・
個
人
戦

（
個
人
戦
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
部

と
中
学
生
の
部
を
設
け
、
男
女
別

と
す
る
）

こ
、
参
郡
叢

水
巻
町
民
、
叉
は
町
内
勤
務
或

は
町
内
に
通
学
し
て
い
る
も
の

ホ
、
申
込
　
十
月
三
十
日
ま
で
に
教

育
蚕
昂
会
事
務
局
へ

へ
、
試
合
の
方
法

○
試
合
は
す
べ
て
三
セ
ッ
ト
と
す
る
。

．
但
し
ベ
ス
ト
四
以
上
は
五
セ
ッ
ト
と

す
る
。

○
試
合
瀬
は
、
軟
式
ヤ
サ
カ
と
す
る
。

○
寮
刊
は
役
場
車
瀬
郡
と
卓
球
協
会
に

一
任
す
る
。

ト
、
チ
ー
ム
蹄
成

妄
－
ム
五
人
と
し
、
．
円
一
名

は
女
子
を
渦
え
る
こ
と
、
チ
ー

ム
繍
脱
は
職
場
・
地
域
団
体
・

同
好
グ
ル
ー
プ
の
い
ず
れ
で
も

良
い
。

私
し
目
顔
に
限
り
職
場
の
単
位

を
、
部
（
例
え
ば
総
務
部
、
勤

労
部
等
）
以
内
に
止
め
る
こ
と

◎
慮
球
大
会

ィ
、
日
時
－
十
一
月
九
日
九
時
半
よ

の
－

ロ
、
場
所
卜
日
壁
一
重

ハ
、
想
首
－
個
人
戦
（
誓

複
式
一
般
の
部
と
草
生
の
部
と

に
分
け
る
。

こ
、
参
加
資
格
－
水
巻
町
民
叉
は
水

巻
町
内
に
通
勤
√
通
坐
を
す
る

も
の

ホ
、
申
込
－
十
一
月
五
日
ま
で
に
教

書

轟

筒

へ

へ
、
試
合
の
方
柱
－
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

叉
は
リ
ー
グ
戦
と
す
る
（
参
加

者
の
数
等
に
よ
ゥ
て
決
め
る
）

試
合
球
は
ク
赤
Ｍ
〃
と
す
る
。

欝
刊
は
目
顔
屁
滋
郵
竺
任
す

る
。

◎
弓
道
大
会

ィ
、
日
時
1
十
一
日
九
日
午
前
九
時

よ
り

ロ
、
場
所
⊥
爪
巷
町
屋
会
館
内
水
巻

⊇
議
場
（
十
月
十
三
日
新
野

ハ
、
個
人
戦
と
し
、
有
段
者
の
部
、

無
段
著
の
部
と
す
る
。
′

こ
、
参
加
資
格

水
巻
町
民
又
は
町
内
に
通
勤
成

ｌ
は
通
学
を
し
て
い
る
も
の

ホ
、
競
技
方
扶

盈
猷
喝
（
尺
二
的
、
射
距
離
十
五

聞
、
的
中
的
、
四
ツ
失
持
参
の
こ
と

そ
の
他
は
当
日
協
議
の
上
定
め
る
。

．
へ
、
審
判
－
日
炭
己
道
都
に
一
任
す

る
○
尚
水
巻
弓
道
場
は
当
日
ま
で
練
習
場

と
し
て
解
放
す
る
。

チ
、
申
込
・
＋
百
五
日
ま
で
教
育

寄
島
会
事
務
局
へ

◎
剣
道
大
会

ィ
、
日
時
－
十
一
月
十
六
日
年
前
十

博
よ
り

ロ
、
場
所
・
・
水
巻
中
学
校
体
育
館

ハ
、
管
－
一
般
の
郡
（
有
段
者
、

無
段
者
）
中
学
生
の
部

－
一
、
参
加
資
格
－
水
巻
町
民
、
叉
は

田
内
に
通
学
・
勤
務
し
て
い
る

も
の

ホ
、
申
込
－
十
二
月
十
日
ま
で
に
教

2
文
革
鹿
妻
耳

ィ
、
日
時
⊥
⊥
月
九
日
年
前
九
時

よ
り

ロ
、
場
所
－
附
属
会
館
日
本
間

ハ
、
テ
ー
マ
・

現
代
の
文
芸
恩
赦
と
俳
句

詐
師
河
野
静
等
先
生

こ
、
俳
句
の
応
募
作
晶
は
当
良
筆

先
生
を
中
心
に
参
加
者
の
互
選

に
よ
っ
て
入
選
を
決
め
る
。

ホ
、
当
日
時
間
が
許
せ
ば
記
念
句
会

を
開
く
。

僅
紺
小
説
－
選
者
劉
　
寒
青
先
生

頒
　
歌
⊥
避
暑
能
美
　
千
秋
先
生

自
由
詩
⊥
選
者
白
石
　
禎
輔
先
生

俳
　
句
－
選
者

ハ
、
裡
目
1
苗
、
演
劇
、
睨
、
舞

踊
、
三
昧
、
尺
八
、
琶
浄
舞

（
バ
レ
ー
）
等

こ
、
出
場
者
－
盆
蓑
、
社
会
教
育

葺
、
単
葉
等
が
推
せ
ん
し

た
個
人
や
団
体
塔

ホ
、
申
込
－
十
一
月
十
日
ま
で
に
水

巻
田
教
育
賞
金
革
務
局
へ

腫
展
示
会

○
生
花
展
示
会

ィ
、
期
間
　
十
二
月
八
日
よ
り
十
六

・
轡
章

ロ
、
会
場
－
附
属
会
館
玄
関
ホ
ー
ル

ハ
、
出
品
者
⊥
肌
着
町
叡
蓮
文
化
逓

増
会
員

○
絵
画
展
示
会

ィ
、
日
時
－
十
一
月
八
日
（
硬
）
よ

り
十
六
日
ま
で

河
野
静
等
先
生
　
一
口
、
会
場
」
町
民
会
館
日
本
間

ー
子
供
演
芸
大
会

ィ
、
日
膵
－
十
一
月
‡
ハ
日
午
前
十

一
膵
よ
り
二
時
ま
で

ロ
、
場
所
1
－
水
巻
町
民
会
館
大
ホ
ｔ

、
レ

・

　

、

ノ

ハ
、
種
目
－
人
形
劇
、
叢
話
、
睨
、

合
唱
、
器
楽
演
雫
演
劇
、
洋

舞
（
バ
レ
ー
）
日
本
舞
肺

こ
、
出
演
者
－
水
草
町
民
文
は
田
内

に
通
学
し
て
い
る
も
の

ホ
、
貿
丁
十
一
月
十
日
ま
で
に
教

育
要
員
会
事
務
局
へ
　
Ｌ

2
少
年
野
球
大
会

ィ
、
日
時
－
十
一
月
王
ハ
日
午
前
十

膵
よ
り

ロ
、
場
所
⊥
肌
巻
中
学
校
、
瞑
禾
小

学
横
間
グ
ラ
ウ
ン
ド

ハ
、
種
甲
・
ふ
学
生
の
部
、
申
卑
互

の
部

ハ
、
暫
－
中
学
生
の
部
、
小
学
生

の
部

（
小
学
校
対
抗
、
申
単
機
対
抗
に

分
け
学
校
長
に
一
任
す
る
）

こ
、
参
加
者
－
水
巻
町
民
文
麿
内

に
通
学
す
る
も
の
ノ

ホ
、
望
丁
十
一
月
十
日
ま
で
に

水
草
耶
教
育
賓
民
会
革
務
局
へ

へ
、
試
合
方
扶

団
体
戦
は
各
中
学
校
七
名
、
各
小
学
校

五
名
と
し
学
櫻
単
位
で
チ
ト
ム
を
繍
成

す
あ
。
個
人
戦
は
、
各
棟
補
欠
を
含
む

金
串
出
場
と
し
て
、
・
小
笠
千
二
十
八

名
、
中
学
生
十
八
名
で
都
合
聖
ハ
名
で

競
う
。農
民
ま
う
り

Ａ
畜
産
、
農
産
物
共
進
会
．

上
田
膵
一
十
一
月
廿
日
午
前
九
時

2
場
所
⊥
西
田
ノ
三
県
連
筋
南
側

耕
地
（
南
中
向
あ
た
り
）

3
出
品
者
」
町
内
農
民

樫　　表

Ａ－．の→

ｌ水巻中学体育館′
Ａ－Ｊ仇仰→

町　民　会　館

Ａ－仇のム→

（旧二坑）山神杜

大　会

Ａ
コ耳大

11月9日（日曜日）
山　　神　祭

山神社祭曲
第一破棄所山神社

・招待「ノンプロ」野球大会　レ
Ａ－1．の→

古　賀　球　場

Ａ←・・・Ｊ仇00→

古賀球場スタート
Ａ－9．30→
ニ破　コ　一，ト
Ａ－9．00・一寸

町民会館弓道場（雨天の場
合は－磯弓道場）
Ａ－9．08→

町　民　会∴賠

Ｐ－．の→

町　民　会　館

Ａ－Ｊ仇ββ→
町　民　会　館

Ａ－ＪＪ．00→

ｌ　靴「民　会　館

Ｐ－6．の→

Ａ－9．3（）→
日炭保険コート

Ａ－弱い紗→

水巻中学校体育館
Ａ－Ｊβ．00→

水中　頃末小グラウンド
Ｐ－．の→
水中相撲場

絵画Ｊｌ月8日→Ｊり］16日

生花Ａ票こ禁欄ホ‾ル

青田ノ県道筋西側耕地

・区対抗駅伝

・・庭　球、大　会

・弓　道　大　会，

・文芸座談会

11月14日（金曜日）

・講演　と　映画

11月16日毎即）．
’◎式　　　輿

・子供芸能まつり

・芸能　ま　つ　り．

・排球大会（分館対抗）

・粟、．剣、道大会．

・少年野球大会

・相　撲　大　会

・展　　示　　会ｌ
ｌｌ月20日（木曜わ
ｌ◎農民ま　つ　り
・各種共進会
・自動耕転機大会

育
委
員
会
事
務
局
へ

へ
、
舶
芳
技
法
　
○
個
人
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
と
す
る

ト
、
誇
判
－
日
炭
剣
道
部
に
一
任
す

る

◎
柔
道
大
会

ィ
、
日
揮
－
十
二
月
十
六
日
午
前
十

時
よ
り

ロ
、
場
所
・
1
水
琴
甲
学
校
体
育
館

ハ
、
審
判
⊥
日
蓮
部
に
一
任
す

る

こ
、
そ
の
他
脇
道
部
と
閲
じ

◇
文
昔
部

1
文
革
作
品
．
の
募
集
Ｈ
　
∴

．
．
穆
冒
、
規
定
な
ど
一
部
威
報

◇
婁
能
の
部

醒
曲
大
会

ぺ
日
時
1
⊥
月
二
日
午
前
十
膵

よ
り

ロ
、
寧
水
巻
町
民
会
館
大
ホ
ー

レー
ノ

バ
、
種
目
轡
解
「
苛
独
吟
、
仕
舞
純

子

－
1
、
出
場
者
ｌ
ｌ
町
内
各
流
グ
ル
ー
プ

及
び
個
人

水
、
申
込
ｌ
Ｉ
的
教
養
婁
庸

演
芸
大
会

ィ
、
日
時
－
十
一
月
十
六
日
午
埜
ハ

博
半
よ
り

ロ
、
場
所
－
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

ハ
、
出
品
者
ｌ
水
巻
即
彩
友
会
人
員

こ
、
申
込
」
十
一
月
六
日
ま
で
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
持
参
の
こ
と

侶
し
、
学
生
・
生
徒
の
作
品
は

受
付
な
い
。

秘
蹟
演
と
映
画
の
部

○
購
濃
と
映
画

ィ
、
日
時
⊥
⊥
月
十
四
日
午
後
一

陣
よ
幻

ロ
、
場
所
－
水
巻
町
民
会
館
大
ホ
ー

レ、
ノ

ハ
、
講
師
」
岡
部
久
米
蔵
民

】
一
、
演
題
⊥
妖
光
を
め
や
り
て
．

凍
、
映
画
　
異
母
兄
弟
他

へ
、
参
加
者
－
町
内
婦
人
層
及
一
般

（
内
容
は
婦
人
む
き
の
も
の
）

◇
少
年
ま
つ
り

昌
、
参
邪
帯
山
内
の
小
串
単
横

転
等
し
て
車
る
も
の

ホ
、
習
方
法

○
慧
箪
位
で
チ
ー
ム
繍
成

0
選
手
は
補
欠
を
食
め
て
十
二
名

と
す
る

○
試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と
す

る
○
慧
刊
は
学
校
側
に
一
任
富

○
試
合
球
小
学
生
－

小
学
撥
ポ
ー
ル
（
少
年
用
）

中

学

竿

幾

層

意

へ
、
醸
諺
」
森
二
位
ま
で
等
慰
藤

る

．
3
少
年
相
撲
大
協

ィ
、
日
時
－
十
高
空
ハ
日
午
埜
一

時

ロ
、
場
所
」
水
巻
中
学
校
相
楔
場

Ｂ
栄
養
保
存
食
展
示
実
漬
会

．
日
時
　
十
一
月
二
十
日

場
所
　
（
苗
の
三
）

Ｃ
自
動
耕
転
機
大
会
－
．

・
（
本
年
は
自
動
式
の
予
定
）

ュ
日
膵
工
三
月
二
十
日

2
場
所
」
酋
田
ノ
三

3
出
腸
響
－
田
内
の
臆
昂

。
肇
臥
頂
碧
雲
授
与

埼
症
郡
に
つ
い
て
は
経
済
課
に
問
い
合

一

　

ヽ
喩
の
こ
と

山
神
社
寮

Ａ
山
神
社
祭
典

⊥
日
時
－
十
一
月
九
日
年
前
十
時

よ
り

1
2
場
所
－
山
神
社

（
旧
二
抗
、
発
議
難
所
）

Ｂ
野
球
大
会
（
招
待
ノ
ン
プ
ロ
）

ｌ
ｌ
・一

．
、
ｒ
九
つ
1
1



（2）第145号

一
ュ
日
時
1
十
二
月
九
日
午
前
十
一

…
極
膵
よ
り

．
2
場
所
⊥
ｎ
叢
場
餌
自
転
軸

田
3
餌
場
チ
ー
ム
日
炭
高
温

Ｃ
区
対
抗
駅
伝

⊥
ス
タ
ー
ト
ー
十
一
月
九
日
午
前

十
時
　
宵
賢
妹
場
ス
タ
ー
斗

2

コ

ー

ス

Ｈ

第
一
区
…
盲
欝
謙
畢
（
古
賀
）
～
大
電

（
バ
ス
停
餌
所
耶
）

墾
京
…
大
君
で
洩
川
労
務
前
．

第
三
区
…
浅
川
労
務
酌
～
（
高
松
区
、

梅
ノ
本
区
、
古
賀
区
）
満
席
労
務
前

第
四
区
…
簡
旛
労
務
前
～
青
田
区
労
務

前

第
五
区
：
会
田
区
労
持
前
～
（
片
山
、

岩
沖
）
鯉
口
豊
箭

第
｛
ハ
区
・
㌢
鯉
口
労
務
前
～
（
中
央
区
、

瞑
末
、
机
、
机
社
宅
、
宮
下
）
・

商
松
会
館
前

3
チ
ー
ム
樹
成
－
一
チ
ー
ム
六
名

と
し
、
一
区
間
主
ハ
区
間
は
田
儀

従
来
局
を
、
を
の
他
の
区
間
は

葺
の
家
族
と
す
る
。

町
部
よ
望
ケ
チ
ー
ム
参
加
す
る

4
申
込
⊥
上
月
二
日
ま
で
に
日

隋
欄
利
課
ま
で

ｌ
　
尚
紺
部
に
つ
い
て
は
日
炭
椙
剰

′
談
へ
問
い
命
遭
い
。

ヽ

－

、

商
工
ま
つ
り

期
日
十
一
月
八
日
よ
り
十
四
日
ま
準
．

大
売
り
出
し
を
行
う
。
街
灯
を
点
灯
し

装
飾
を
す
る
（
水
草
苫
つ
り
の
三
角
膜

を
各
商
店
街
に
響
雷

◇
尚
以
上
の
膚
ｌ
革
に
対
す
る
実
奮

並
㌃
嶺
任
者
の
民
ｌ
名
等
翠
し
ま
し
て

博
機
方
の
御
協
力
を
お
賄
い
し
ま
す
。

（
略
敬
称
）

水
巻
ま
つ
り

富
澤
町
　
長
　
餌
尾
・
珂

助
　
役
－

公
民
館
畢

山
神
社
ま
つ
り

商
工
ま
つ
り

農
民
ま
つ
り
．

少
年
ま
つ
り

文
化
ま
つ
り

ー
満
都

2
文
芸
部
・

部欄先番眉

醜悪義〃．益
天

栗
川
　
正
雄

石
橋
蔑

（
江
藤
藁
）

（
特
赦
辰
雄
）

（
本
田
　
猷
）

（
池
辺
環
菌
、

（
山
田
剰
勘
）

（
川
本
侶
未
）

（
霜
田
ｌ
事

水
箭
蟄
暴
風
会
社
数

係

読
書
週
間
　
1
0
月
2
7
日
～
日
月
9
日

読
替
の
秋
で
焉
確
も
文
字
を
作
り
、

至
蔑
ん
で
い
萱
、
人
間
よ
り
す
や

れ
た
社
会
を
つ
く
ゥ
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
秋
の
と
も
し
灯
の
下
で
本
を
読
む

こ
と
は
仰
々
忘
れ
得
ぬ
た
の
し
み
で

す
。
み
な
さ
ん
一
〇
月
二
七
日
よ
り

二
日
九
日
ま
で
は
読
週
間
奮
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
期
を
と
ら
え
て
町
公
属
館
で
は
〃

取
替
会
を
つ
く
ろ
う
〃
と
呼
び
か
け
て

車
ま
ｌ
す
。

ク
読
み
仲
間
を
つ
く
ろ
う
〃
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
に
　
甘
塩
図
容
に
清
ま
れ

な
い
人
ぺ
読
替
の
機
会
に
詰
ま
れ
な

い
人
々
、
貝
竺
人
で
の
駒
督
の
み
で

は
あ
き
足
ら
な
い
万
々
…
・
ゐ
だ
め
に

十
一
月
上
旬
よ
り
公
民
館
蔵
撥
的
一
千

冊
を
本
格
的
に
貸
出
す
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
育
っ
て
読
鰭
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
ら
れ
て
、
公
良
館
の
文

庫
を
フ
ー
ル
に
利
用
し
て
下
さ
い
。
．

貸
出
し
を
受
け
な
い
人
は
、
職
場
、
地

域
、
団
体
等
の
友
人
間
で
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
り
町
公
民
館
の
方
へ
申
込
ん
で
貰

え
ば
（
申
請
用
紙
は
公
民
館
に
あ
の
ま

す
）
い
い
の
で
す
。

青
年
団
体
協
議
会
便
り

近
年
の
分
館
区
で
の
育
年
間
精
勤
は
停

滞
し
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
実
僧
の
把
擬
と
膜

国
華
退
及
し
て
こ
れ
を
解
撰
す
る
為
、

過
去
五
ケ
月
に
壱
着
協
栂
謁
と
分
館

役
筒
・
地
域
腎
年
幹
撃
の
三
者
稗
談

会
や
、
胃
年
層
の
だ
め
の
映
画
会
な
ど

督
兎
し
て
采
思
し
だ
が
、
こ
の
科
を

爵
蓉
質
苫
と
め
次
の
椴
に
針
堕
走

め
て
組
織
な
ど
患
め
ま
し
た
．
・

1
方
針
　
∵

○
書
体
ｌ
（
社
会
蟄
最
に
基

づ
く
社
会
贅
誉
露
首
鼠
と
す

晶
体
）
と
し
て
撃
・

0
自
主
的
な
団
体
と
し
て
行
動
し
、
舶

向
な
る
団
体
・
機
関
の
支
配
、
干
渉

Ｈ
を
も
受
け
な
い
。

0
賢
の
政
党
・
扮
霞
に
か
た
よ
訂
こ

と
な
く
行
勤
し
、
叉
営
利
を
目
的
と

貰
豊
雷
嘗
し
な
い
。

○
公
職
の
選
挙
に
於
て
揮
定
の
候
補
者

蟄
菅
な
い
。
．

2
革
轍
ｌ
（
過
去
の
腎
協
中
心
の
浩
撃
あ
ら

に
め
、
地
域
を
中
心
に
し
だ
髭
雷

神
加
す
る
）

○
金
時
眉
余
人
と
し
て
の
整
若
菜

か
め
、
健
聖
顔
恩
拳
っ
傷
の

覇
業
を
行
－
認

○
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
の
運
動
に
積

層
酌
に
参
加
協
力
し
、
蛋
菅
行

う
。

0
加
朗
団
体
の
必
贋
に
応
じ
ず
儀
師
、

Ｊ
ｌ
ン

殴
料
、
僻
口
里
程
僻
等
を
菅
せ
ん

す
る
。

○
加
Ｒ
Ｈ
箇
体
の
必
宴
に
応
は
て
請
儲
会

・
請
座
等
を
開
く
。

3
組
織
と
財
政

○
水
車
町
内
の
青
年
層
体
（
貯
磁
グ
ル

・
㌣
プ
職
域
青
年
団
体
を
も
含
む
）
で

組
織
す
る
。

○
田
島
の
意
識
登
票
首
主
性
の
礁
Ⅶ

の
だ
め
団
員
忽
鼓
を
実
施
す
る
。

○
地
域
滑
津
・
団
体
の
性
格
等
を
考
慮

し
取
組
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
鋤
け
る
。

【
団
鼻
の
登
録
は
十
－
月
ｌ
日

よ
り
】

団
鞄
（
笥
藍
芸
）
器
轟
実
施

を
き
め
て
、
着
実
啓
疎
革
務
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
に
記
念
行
革
尋

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ュ
映
画
餌
の
割
引
入
場
に
つ
い
て
団

員
還
良
を
し
だ
金
時
に
は
会
最

を
匪
し
、
そ
の
金
時
群
を
持
参
す

る
と
次
の
映
画
餌
で
割
引
入
場
で

∵
き
る
こ
と
に
な
豊
し
だ
・

（
黒
爛
ク
ラ
ブ
、
黒
帰
日
橋
、
．
腰

中
央
、
駁
末
東
壮
観
、
申
聞
町
の

姦
映
闇
館
、
岡
垣
村
の
金
映
画

館
）
芦
麗
即
の
会
館

2
記
念
ハ
イ
キ
ン
グ

十
山
掲
二
十
三
日
午
前
七
時
役
場

前
出
発
、

行
先
1
佐
賀
県
三
業
郡
基
山

（
尊
ス
キ
ー
他
）
　
ｌ

申
込
参
加
会
聾
者
円
蓋
賃

十
一
軍
丁
五
日
ま
で
に
教
賓
ｌ
革
務

局
周
（
育
協
霧
局
）
に
申
込
み

の
こ
と
。

但
し
激
轟
者
に
限
る
。

尚
貸
切
バ
ス
二
台
を
約
も
羞
ま

す
か
ら
、
ｌ
百
人
を
越
え
る
と
き
は
申

込
を
〆
切
る
こ
と
が
あ
粧
ま
常

広

報

ご

よ

み

ｌ

＿

－

－

…

ｈ

Ｆ

ｌ

表

ｌ

…

．

…

…

意

＿

＿

＿

ｌ

ｉ

…

－

．

ｈ

ｌ

ｌ

ｌ

…

ｉ

…

－

＿

▼

－

1

1

：

三

三

一

ｌ

ｌ

☆
オ
」
ム
戦
術
　
　
（
瑠
譜
憎
憫
爛
日
）
ノ

ノ
・
「
オ
ー
ム
も
一
役
っ
て
わ
け
ヨ
』

☆
新
穀
感
謝
・
　
（
欄
諸
諸
言
）
ｌ
∵

・
胤
悌
　
「
こ
と
し
も
豊
作
あ
り
が
た
や
」

☆
光
を
か
か
げ
て
九
十
年
　
（
欄
話
語
）
Ｌ

「
毎
日
ど
苦
労
さ
ま
ー
つ
覧

㌦☆納税一番櫓

（撃糟葛の表彰）

「ら嵐Ｌも長誓願防……」1

▽
帝
法
週
間
一
日
1
－
七
日
　
裁
判
所
の
機
構
や
組
織
に

つ
い
て
啓
発
す
る
（
法
務
省
・
最
高
裁
判
所
）

▽
燈
台
記
念
日
一
日
　
航
路
棟
潮
の
変
遷
に
つ
い
て
啓

発
す
る
（
海
上
保
安
庁
）

▽
働
く
年
少
者
の
保
護
運
動
一
日
－
十
日
　
労
働
環
境

ノ
の
清
浄
化
を
使
用
者
側
に
呼
び
か
け
る
（
労
働
省
）

▽
囁
隊
記
念
月
一
日
．
一
日
か
ら
一
週
間
を
昏
衛
隊

誉
誹
関
す
る
啓
発
運
動
に
あ
て
る
（
防
衛
庁
〕

∇
激
化
財
保
護
強
調
週
間
　
詣
－
七
日
　
郷
土
芸
能
の

集
い
な
ど
を
通
じ
て
（
文
部
省
）
．
′

▽
文
化
ｌ
の
日
　
三
日
　
文
化
勲
章
伝
達
式
、
優
良
公
民
館

・
優
良
納
税
者
な
ど
の
表
彰
、
交
通
文
化
賞
の
授
与
そ

の
他
（
各
省
）

．

▽
公
明
選
挙
強
調
期
間
　
五
日
－
十
九
日
　
公
明
選
挙
へ
せ

．
世
論
を
喚
起
す
る
（
自
治
庁
）
∵
∵

∇
第
十
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
　
五
日
－
寸
二
月
四
月
・
（
文
、

都
留
）

▽
血
液
銀
行
業
務
周
知
運
動
　
上
旬
｛
厚
生
省
）

▽
精
神
衛
生
週
間
　
中
旬
（
厚
生
省
）
．
．

▽
手
足
の
不
自
由
な
子
供
を
愛
護
す
る
運
動
　
十
日
か
ら

駆
ヵ
月
間
（
厚
生
省
）

ゾ
ル

▽
鶴
来
貯
蓄
違
動
　
中
旬
か
ら
十
二
月
下
旬
ま
で
（
大
蔵

省
・
日
本
銀
行
）

▽
年
賀
ハ
ガ
キ
売
出
し
　
十
五
日
（
郵
政
省
）

▽
寄
生
虫
予
防
運
動
　
二
十
一
日
ユ
ニ
十
日
（
厚
生
省
〕
・
・

▽
新
穀
感
謝
祭
　
二
十
三
日
（
農
林
省
）

▽
全
国
火
災
予
防
運
動
　
二
十
六
日
「
十
二
月
二
日
　
早

そ
こ
で
読
密
会
と
は

○
本
館
の
貸
出
芸
牌
の
醤
を
団
体
単

位
で
借
り
出
し
、
会
蝿
間
で
巡
回
挽

僻
し
よ
う
と
い
う
も
の

〇
本
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
定
期
的
に

簾
合
し
こ
そ
の
感
憩
等
を
変
換
し
な

が
ら
お
互
い
同
志
の
力
で
教
養
を
た

か
め
よ
う
と
い
う
も
の

○
文
金
韓
だ
け
の
教
姿
を
に
か
め
る
だ

．
け
で
な
く
読
替
き
て
、
尭
か
な

明
る
い
文
化
の
高
い
社
会
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
も
の

大
体
こ
の
よ
う
空
音
の
も
と
に
公
民

館
は
貸
出
す
の
で
あ
の
ま
し
て
、
感
徹

露
や
座
談
会
等
に
つ
き
ま
し
て
は
本

館
備
え
つ
け
の
録
音
検
め
政
等
機
等
の

教
具
材
な
ど
も
貸
す
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
．

◎
公
民
館
結
婚
式
控
室
の
紹
介

兼
ね
て
醤
横
ｌ
方
よ
り
の
勘
協
で
あ
り

ま
し
た
、
貴
館
結
婚
の
野
∴
両
と
し

て
の
部
崖
が
愈
貞
去
る
九
周
増
野
威

し
ま
し
て
十
空
目
よ
り
使
用
し
で
1
ｄ

り
ま
す
が
、
何
分
結
婚
式
の
場
合
に
便

利
で
肯
ん
で
頂
い
こ
い
ま
す
が
、
使
用

料
金
等
を
決
定
さ
れ
ま
し
だ
か
ら
左
記

の
通
り
脚
部
ら
せ
ｌ
致
し
ま
す
。
′

記

尚
水
巻
町
民
会
館
使
用
料
金
の

納
入
に
つ
い
て
の
お
願
い

従
来
よ
り
強
く
御
願
い
し
て
い
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
酌
戌
会
館
の
使
用

町
．
金
の
納
金
は
曇
升
併
用
前
に
納
金
し

罫
隻
哀
し
で
、
御
使
用
下
さ
い
ま
す

ｈ

横
枠
払
蔽
い
し
ま
す
。

■、．

／

「
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」

癖
成
に
　
つ
　
い
．
て

結
成
準
備
蚤
艮
会

芋
と
も
た
ち
よ
・

つ
よ
く
な
っ
て
指
く
れ

子
と
も
た
ち
よ

す
こ
や
か
に
育
つ
ｌ
て
お
く
れ

病
気
に
ま
け
な
い
だ
け
で
な
く

こ
の
地
上
か
ら

要
を
追
い
は
ら
う
よ
う
な
ｌ

つ
よ
い
か
ら
た
が

あ
な
た
㌍
ち
の
も
の
で
あ
っ
て
布
く

れ悪
い
こ
と
に
ま
け
な
い
だ
け
で
な
く

こ
の
付
界
か
ら

正
し
く
な
い
も
の
を
な
く
し
て
し
ま

う
ほ
と
り
よ
い
心
が

あ
な
莞
ち
の
も
の
で
あ
っ
て
お
や

れ鰭
佃
紹
摘
録
皐

あ
な
た
だ
ち
の
車
わ
せ
を

も
と

き
ず
く
基
で
あ
っ
て
お
く
れ

私
た
ち
親
の
努
力
は
弱
か
ヱ
掠
れ

ど

ひ
と

あ
な
た
だ
も
の
串
わ
せ
を
轡
コ
は
一

つヱ
書
た
ち
よ

っ
よ
く
な
っ
て
お
く
れ

子
と
も
た
ち
．
よ

・
す
こ
や
か
に
育
っ
て
お
く
れ
．
あ
・
き
ひ
こ

秋
灯
手

際
学
の
進
歩
と
世
の
親
た
ち
の
切
な
る

脾
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
の
旧
糞
・

生
徒
と
と
も
に
就
学
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
身
体
障
害
児
や
精
神
溶
寵
児
の
数

が
減
ら
な
い
こ
と
は
ま
こ
と
に
不
革
な

こ
と
で
あ
り
同
情
に
た
見
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
可
真
を
う
な
壷
に
対
し

て
、
お
の
お
の
を
の
欠
櫓
に
適
応
し
た

教
育
の
機
会
を
与
え
、
自
主
独
立
の
精

神
轟
墓
甲
の
養
成
に
つ
と
め

て
鐘
の
喜
び
を
感
じ
き
せ
る
こ
と
こ
を

教
育
の
根
本
に
つ
な
が
る
も
の
と
借
じ

ま
す
。
石
の
精
神
濫
よ
旦
清
華
の
子
供
達
を

社
会
の
た
す
け
を
借
り
な
が
ら
、
親

′
の
事
で
守
の
子
供
運
の
革
わ
せ
を
図
る

ぅ
と
い
う
気
特
か
ら
、
遍
末
と
ん
た
歩

み
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
ゝ
に
よ
う

や
く
「
手
を
つ
な
や
渦
の
余
」
増
尾
の

段
階
㌃
達
し
ま
し
た
。

傑
評
者
の
方
火
は
勿
輸
の
こ
と
、
有
織

者
の
方
今
現
状
に
心
を
痛
め
ら
れ
て

い
る
方
庚
、
青
少
年
育
成
に
理
解
あ
る

方
Ａ
の
入
会
を
切
に
お
願
い
し
事
レ
て

物
盛
畳
の
御
援
助
と
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

会
が
発
足
い
た
し
ま
し
首
幾
多
の
難

問
題
を
か
ゝ
え
、
叉
竣
多
の
困
雛
も
あ

り
ま
し
ょ
う
が
、
芋
を
思
う
私
た
ち
親

の
愛
の
灯
を
か
1
げ
て
子
ど
も
た
ち
の

歩
む
通
を
鰯
ら
ん
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。

コ
灯
よ
し
臍
く
と
も
一
灯
を
か
ゝ
げ

て
進
ま
ん
」
で
す
。

入
会
御
希
畠
の
万
、
文
は
連
絡
、
常
闇

が
あ
幻
ま
し
た
ら
酎
教
惑
暴
垣
会
学
校

教
育
係
に
お
聞
合
せ
く
だ
さ
い
。

防
火
を
陰
錮
錬
る
ト
匝
消
防
本
邸
）

日．
4

フォークダンスの夕べ！！

主　催　町公民館、水巻町育年団体協満会

期　間　。10月23月～12月23日

目　種Ｊβ月23日、即日、ＪＪ月6日、。20日、12月

012月Ｊｌ日、Ｊ8日、023日

会　場　町民会館大ホール、毎回午後6時38分より

（0印は詐師来軌その他は育協体育部員指導）

騰　師　キングレコード、指導員増井央子先生

対　象　青年鳳婦人層、学校教員、同好者等

Ｈ：ま；㌍胃：Ｈｌ；：Ｈｌ指；　　　　　絹ｌＨＨＨ日日は紬．

参加希望者は当日会場で申込むこと

町
社
会
栖
祉
協
議
会

人
の
寄
附
者
へ
御
礼

こ
の
善
人
の
葬
儀
に
殿
し
香

典
泥
と
し
て
町
社
轟
義

金
へ
聾
金
と
し
て
左
記
の

三
名
の
御
方
よ
盈
茅
野
専

い
ま
し
た
の
で
、
金
殿
の
皆
確

方
へ
御
紹
介
致
し
尚
紙
上
患

っ
て
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
．
、

専
附
曹
　
　
　
▼
故
吠

中
西
百
恵
様

（
机
社
宅
）
．
暢
鮫

腹
巻
海
代
様

・
（
机
社
宅
）
　
敬
啓
殿

原
田
保
美
殿

（
猶
熊
）
吹
田
商
助
殿

水
巻
飢
杜
轟
協
会


